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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月26日(2013.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１及び第２のトランジスタと、表示素子と、を有する表示装置であって、
　前記第１のトランジスタのソース又はドレインの一方は、前記表示素子と電気的に接続
され、
　前記第１のトランジスタのソース又はドレインの他方は、前記第２のトランジスタのソ
ース又はドレインの一方と電気的に接続され、
　前記第２のトランジスタのソース又はドレインの他方は、配線に電気的に接続され、
　前記第１のトランジスタは、チャネル長がチャネル幅と同じ、又は、前記チャネル長が
前記チャネル幅より短く、
　前記第２のトランジスタは、チャネル長がチャネル幅より長く、
　前記第２のトランジスタの半導体層は、曲がりくねった形状を有し、
　前記表示装置は、
　前記第１のトランジスタのゲートに、前記表示素子の発光及び非発光を制御する電位を
供給することができる機能と、
　前記第２のトランジスタのゲートに、前記表示素子に流れる電流を決定する電位を供給
することができる機能と、
　発光時に前記第１のトランジスタを線形領域で動作させることができる機能と、を有す
ることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　第１及び第２のトランジスタと、表示素子と、を有する表示装置であって、
　前記第１のトランジスタのソース又はドレインの一方は、前記表示素子と電気的に接続
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され、
　前記第１のトランジスタのソース又はドレインの他方は、前記第２のトランジスタのソ
ース又はドレインの一方と電気的に接続され、
　前記第２のトランジスタのソース又はドレインの他方は、配線に電気的に接続され、
　前記第１のトランジスタは、チャネル長がチャネル幅と同じ、又は、前記チャネル長が
前記チャネル幅より短く、
　前記第２のトランジスタは、チャネル長がチャネル幅より長く、
　前記第２のトランジスタの半導体層は、曲がりくねった形状を有し、
　前記表示装置は、
　前記第１のトランジスタのゲートに、前記表示素子の発光及び非発光を制御する電位を
供給することができる機能と、
　前記第２のトランジスタのゲートに、前記表示素子に流れる電流を決定する電位を供給
することができる機能と、
　発光時に前記第１のトランジスタを線形領域で動作させることができる機能と、
　前記発光時に前記第２のトランジスタを飽和領域で動作させることができる機能と、を
有することを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２において、
　前記配線は、電源電位を供給することができる機能を有し、
　前記配線は、前記半導体層と重なる領域を有することを特徴とする表示装置。
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